
国際エネルギー機関拠出金
令和3年度予算額1.1億円（1.2億円）

事業の内容

条件（対象者、対象行為、補助率等）

事業イメージ

事業目的・概要
国際エネルギー機関（IEA）を通じて、化石燃料及び電力ネットワークの市場
分析や緊急時対応の強化に資する事業を行います。

１．石油・天然ガス・電力市場分析
油価の形成メカニズムや需給動向の把握といった石油市場の分析及び、天
然ガス取引や価格の多様化、電力供給におけるレジリエンス強化に関する調
査分析を行い、我が国のエネルギー安全保障の確保に向けて取り組みます。

２．緊急時対応の強化
IEAが知見を有する石油の緊急時対応について、緊急時対応審査
（ERR）の実施や、これに関連するワークショップの開催等を支援し、緊急時
の対応能力を向上させます。

３．LNGを含むガス市場の緊急時体制構築
我が国は世界最大のLNG輸入国であることから、IEAを通じた、緊急時にお
けるLNGを含むガス市場の分析や関連作業部会等を支援し、我が国のエネ
ルギー安全保障をより一層強化します。

成果目標
 IEAによる石油・天然ガス・電力市場分析や、緊急時対応能力の向上に資
する活動を通じ、我が国のエネルギー安全保障の強化を目指します。

 我が国のエネルギー政策を適切に国際社会に発信するため、主要会合にお
ける議長・副議長ポストの日本人数を毎年5名確保することを目指します。

資源エネルギー庁 長官官房 国際課
03-3501-0598
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